
東京シニアビジネスグランプリ ファイナリスト及びビジネスプラン

石山 勝政さん

外資系企業支援業務に

よるシナジー効果

伊藤 彰さん

飲食店居抜き店舗サブ

リース及び売買事業

植木 準さん

３Ｄプリンタでつくる

次世代スピーカー

小川 拓也さん

日本初のキャッシュバック

アプリ

清水 政弘さん

気軽に写真作品制作

できるラボの開設

竹内 斗志雄さん

人生100年 高齢者向け

訪問型美容室事業

田村 悦子さん

オンデマンド３Ｄスペーサー

による足補正

松井 直子さん

池袋ブロードキャスティング

システム

山村 宏二さん

シニアの取組む表面処理

環境改善と技術継承

吉川 小百合さん

安心＆安全の全く新しい

ヘアカラー事業

その他 審査員

主催 公益財団法人東京都中小企業振興公社
後援 独立行政法人中小企業基盤整備機構、東京商工会議所、東京信用保証協会、一般社団法人東京都中小企業診断士協会、

産業技術大学院大学、株式会社東京きらぼしフィナンシャルグループ、株式会社きらぼし銀行、朝日信用金庫、
西武信用金庫、昭和信用金庫、城北信用金庫、多摩信用金庫、株式会社日本政策金融公庫、東京中小企業投資育成株式会社

協力 株式会社朝日新聞社（A-port）、株式会社CAMPFIRE、大和企業投資株式会社、株式会社ファーストブランド

◆応募プランについて（参考）
《応募状況》
・エントリー総数 189件（男女比７：３）
・年齢分布 平均年齢６０．５歳 最高齢 82歳
・事業テーマ 成長・ベンチャー型 34%、ローカル・コミュニティ型 23%、社会貢献型 43%
《応募概況》
・応募者の年齢をみると、平均は60.５ 歳。定年直後や50歳代（定年前）の応募が目立った。再雇用とは

異なる働き方を検討・模索していることがうかがえる。
・テーマ別の応募概況は、社会貢献型が半数近く、シニア向けのビジネスなども目立った。社会人として

長年培ってきた経験をいかしたビジネスモデルが圧倒的に多い傾向にある。
・ファイナリストに残った10名のプランは、経験×IT技術や３Dプリンターなど最新機器を掛け合わせた

ものが多く、社会課題に対して最新テクノロジーを用いて解決していくプランが目立った。

株式会社高倉町珈琲

代表取締役会長

横川 竟氏

銀座セカンドライフ株式会社

代表取締役

片桐 実央氏

株式会社日本経済新聞社

デジタル事業

デジタル編成ユニット長

飯田 展久氏

株式会社日本政策金融公庫

国民生活事業本部

東京創業支援センター所長

小池 俊太郎氏
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